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響関係はない）。アメリカのそれは W. J. Wilson の The Truly Disadvantaged であり、日本のそれ
は藤田敬一『同和はこわい考』であった。











ュニジア出身）の A. Memmi がいる。彼は 1960 年代まで差別をもっぱら「差別者」（ヨーロッ
パからの植民者）からの一方的な行為ととらえていたが、その後「被差別者」（チュニジアの新
指導者）に見られる「腐敗と圧制」にも注目するようになった（Memmi2004=2007）。

















　1950 年代後半から 60 年代前半にかけて行われた公民権運動の結果、1964 年に公民権法が成
立し、その後アファーマティヴ・アクション・プログラムが実施された。それによって雇用と

























































































































ほとんど考慮しない点も Wilson と同じである。ただし Wilson がその理由を黒人内部の階層分
化に求めていたのに対して、Steele はそれを、公民権法の施行にともなって黒人の機会がそれ
以前に比べて大幅に拡大したことに求めている（ ibid.：15=82）。





















　なぜ、こういうことになるのだろうか？ Steele によれば、それには「人種的劣等感（ racial 
inferiority）」が関係している。ここで「人種的」というのは、この劣等感が、アメリカの奴隷





















































　Steele 自身も例外ではなかった。彼は小学 6 年生のときに担任から受けた過酷な「いじめ
（persecution）」にふれている。Steele はシカゴ郊外の黒人労働者住宅地に生まれ、地元の黒人
だけの小学校に通っていた（彼が小学 6 年生だったのは 1956 年である）。担任は白人の男性で
残忍な性格の持ち主だった。この担任の学級運営の仕方はギャングの親分がやるようなもので、
今日ある子を気に入ったかと思うと次の日には切り捨てるというものだった。切り捨てられた











ちたら、そいつでぶん殴れ」と付け加えた。Steele は校庭を 2 周走ったところで、わざと意識






































それに向き合うことを避ける傾向がある。Steele はそのことを自身の 14 歳の頃（1960 年頃）の
経験を紹介するなかで指摘している。



















　そこで 14 歳の Steele は反撃に出る。ある日、友人に「君のお母さんは黒人が嫌いなので、僕
の言葉使いにいちいちケチをつけるのではないかな？」と言ったのである。すると数日後、友












































































































































　こうして 14 歳の Steele は友人の母親のおかげで「人種的劣等感」から自由になることができ


































とである」という Saul Bellow の警句を引用していることからわかるように、Steele はどんなことであ
れ自分がそれをどう思うかを抜きに考えることをしない人である。したがって The Content of Our 
Character に収められたエッセイの執筆にあたって、彼が最も重視したのは「自分自身を見据えつつ










（4） Cashmore は Steele を 1990 年代に見られた「人種の意味の縮小」の動きを最もよく体現する人物とみな
し て い る（ Cashmore1994： ⅹ ⅳ ）。ま た Emerson と Yancey は Steele を「 カ ラー・ブ ラ イ ン ド 論
（Colorblindness）」の下位分類の「黒人を差別の犠牲者とみなさない＝ No Victimhood」に位置づけて
いる（Emerson and Yancey2011：39）。
（5） 大森は Steele を「個人的な自助努力」を絶対視し、人種差別を軽視する「カラー・ブラインド論者」と









（7） Wilson に対するリベラル派からの批判が始まったのは、彼が 1980 年の著書（The Declining Significance 
of Race）で人種差別の重要度は第二次世界大戦後かなり下がっていることを主張してからである。し
かし Wilson のこの主張は、この段階ではまだ黒人・白人関係の歴史的考察に基づくものであった。と
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From Wilson To Steele:
On “Racial Vulnerability” of Black Americans
Shigeru HIRAKAWA
Abstract: Although the 1964 Civil Rights Act enlarged black Americans’ opportunities in public 
education and employment, their socio-economic status hasn’t risen. Why their conditions haven’t been 
ameliorated? This is the “post-Civil Rights Act problem.” The heat controversy between the liberals 
and the conservatives surrounding this “problem” was arisen. The liberal scholars argued that as black 
Americans’ plights were the effects of racism, they were entitled to receive the benefits of preference 
by federal government. Against this view raised William J. Wilson and Shelby Steele objections. They 
argued that racism was irrelevant to black Americans’ stagnations. Wilson analyzed the “cultural 
properties” of black underclass. And he found that their predicaments were due to their “loss of self-
efficacy. ” After he made an analysis of “psychological realms” of black Americans, Steele insisted that 
these stagnations were caused by their “racial vulnerability”, or their “racial anxiety” and “racial 
doubt.” According to Steele, black Americans will need all the critical voices that they can find to 
overcome their “racial vulnerability.” Because this view advocates that blacks must face to whites, it 
will contribute largely to the development of the discrimination theory.
Keywords:  post-Civil Rights Act problem, integrated situation, loss of self-efficacy, racial inferiority, 
racial vulnerability
